
「
爲
」
の
語
法 

高
田 

友 

 

「
み
な
す
（
見
做
す
）」
は
「
見
て
～
と
い
ふ
こ
と
に
な
す
（
す
る
）」
の
意
な
り
。「
本
書
を
名
作
と

見
做
す
」
と
い
へ
ば
、「
本
書
を
見
て
名
作
と
い
ふ
こ
と
に
な
す
」
な
り
。 

こ
の
類
に
「
思
ひ
な
す
」「
言
ひ
な
す
」「
聞
き
な
す
」
あ
り
。「
な
す
」
は
漢
字
を
宛
つ
れ
ば
「
成

す
・
爲
す
」
に
外
な
ら
ず
。 

  

「
思
ひ
な
し
か
、
枝
野
さ
ん
の
顏
は
泣
い
て
ゐ
る
や
う
だ
つ
た
」
と
い
ふ
。
こ
の
「
思
ひ
な
し
」
を
大

方
は
、「
思
ひ
無
し
」
を
宛
て
、「
思
ひ
違
ひ
」
の
意
に
解
す
る
が
常
な
ら
ん
。 

 

さ
な
ら
で
、「
思
ひ
な
し
」
は
「
思
ひ
爲
し
」
の
謂
ひ
な
り
。「
思
ひ
て
さ
な
り
と
い
ふ
こ
と
に
し
た

り
」
に
し
て
、
現
代
語
に
す
れ
ば
、
む
し
ろ
「
思
ひ
過
し
」
と
い
ふ
が
當
を
得
た
ら
ん
。「
我
が
勝
手
な

る
推
測
な
ら
ん
か
」
と
譯
す
る
を
得
べ
し
。 

 

「
思
ひ
無
し
」
を
宛
て
て
「
思
ひ
過
し
」
と
解
し
た
る
向
き
は
、
結
果
的
に
正
鵠
を
射
た
り
と
い
ふ
べ

き
か
。 

  

「
言
ひ
な
す
」
は
「
言
つ
て
さ
う
い
ふ
こ
と
に
な
す
」
の
意
。
こ
れ
を
用
ゐ
た
る
歌
、
新
古
今
に
あ

り
。 

後
の
世
を
嘆
く
淚
と
言
ひ
な
し
て
し
ぼ
り
や
せ
ま
し
墨
染
の
袖 

 

出
家
の
戀
の
歌
な
り
。「
後
世

ご

せ

の
我
が
身
如
何
な
ら
ん
と
嘆
く 

淚
と
言
つ
て
さ
う
い
ふ
こ
と
に
し
て(
人

を
僞
つ
て)

、
實
は
戀
ゆ
ゑ
の
淚
に
濡
れ
た
る
黑
衣
の
袖
を
絞
ら
ん
か
」
と
歌
ひ
た
る
な
り
。
出
家
の
身
ゆ

ゑ
、
戀
を
す
る
は
許
さ
れ
ざ
る
に
、
未
だ
悟
道
な
く
し
て
戀
に
落
ち
た
る
を
嘆
き
て
あ
り
。 

 

「
後
の
世
」
は
「
後
世
」
と
し
て
、「
ご
せ
」
と
音
讀
す
。「
來
世
」
の
意
な
り
。 

 

こ
れ
を
現
代
人
は
「
こ
う
せ
い
」
と
讀
み
て
、「
未
來
の
世
・
未
來
の
人
々
」
の
意
に
用
ゐ
る
が
、
現

代
中
國
語
に
て
も
、
兩
の
意
を
有
す
。
但
し
、
發
音
は
い
づ
れ
もh

o
u

sh
i

な
り
。 

 

「
ご
せ
」
は
吳
音
。「
こ
う
せ
い
」
は
漢
音
。
佛
敎
に
て
は
吳
音
を
用
ゐ
る
が
常
な
り
。 

  

「
聞
き
な
す
」
は
源
氏
に
用
例
あ
り
。「
聞
い
て
そ
れ
と
思
ひ
込
む
」
と
譯
し
て
む
。 

 

「
む
な
し
く
聞
き
な
し
た
ま
は
ま
し
か
ば
、
人
笑
は
れ
に
や
（
紅
葉
賀
）」 

 

「
む
な
し
」
は
「
死
に
た
り
」
の
意
な
れ
ば
、「
人
の
言
を
聞
き
て
、
か
の
人
死
に
た
り
と
な
し
た
ま
は

ん
に
は
、
他
の
人
々
に
笑
は
れ
で
や
あ
る
べ
き
」
と
言
ひ
た
る
な
り
。 

 



 
現
代
中
國
語
の
基
本
單
語
に
「
視
爲(sh

iw
ei)

」
あ
り
。「
視
て
さ
な
り
と
爲
す
」
に
て
、
宜む

べ

な
る
か

な
、
こ
れ
ぞ
「
み
な
す
」
の
語
源
な
り
。
但
、「
看
做(k

an
zu

o
)

」
は
宛
字
な
ら
む
と
思
ひ
き
や
、
豈
圖
ら

ん
、
中
國
語
辭
典
を
檢
索
す
れ
ば
、
別
儀
「
看
做
」
の
語
あ
り
、
こ
れ
ま
た
、「
み
な
す
」
の
意
な
り
と
。

「
做
」
は
ほ
ぼ
英
語
のd

o

ま
た
はm

ake

の
意
に
し
て
、「
爲
」
の
類
語
な
り
と
い
ふ
を
得
ん
。 

 

同
じ
く
中
國
語
に
「
以
爲(yiw

ei)

」
あ
り
、th

in
k

の
意
な
り
。
漢
文
に
て
は
「
お
も
へ
ら
く
」
と
訓

じ
、
古
代
よ
り
存
す
る
の
語
な
り
。 

元
來
は
「
我
以
汝
爲
賢
」
の
如
く
に
用
ゐ
、「
我
、
汝
を
以
て
賢
と
爲
す
」
と
訓
ず
。「
以
」
は
英
語
の

as fo
r

の
如
く
に
、
主
題
を
提
起
せ
る
な
り
。A

s fo
r yo

u
, I th

in
k
 clever.

と
逐
語
譯
す
る
を
得
べ
し
。 

右
の
文
に
て
、「
以
」
は
目
的
語
「
汝
」
を
取
る
に
由
り
、
英
文
法
用
語
を
借
る
れ
ば
「
前
置
詞
」
な

り
。
英
語
と
同
じ
く
前
置
詞
が
目
的
語
を
失
へ
ば
「
副
詞
」
と
化
す
。 

 
I ran

 m
y h

an
d

 u
p

 th
e cat's b

ack
. 

「
猫
の
背
の
上
、
手
を
撫
で
上
げ
た
り
」 

 

上
の
文
に
て
は
、u

p

はth
e cat's b

ack

を
目
的
語
を
取
る
に
よ
り
て
前
置
詞
な
り
。 

 I ran
 m

y h
an

d
 u

p
. 

「
手
を
撫
で
上
げ
た
り
」 

 

然
る
に
こ
の
文
に
て
は
、u

p

は
目
的
語
を
缺
く
が
ゆ
ゑ
に
副
詞
な
り
。 

 

中
國
語
・
漢
文
の
場
合
も
同
じ
理
に
て
、「
我
以
汝
爲
賢
」
の
「
汝
」
を
こ
と
さ
ら
に
言
ふ
の
要
な
き

時
に
は
、「
我
以
爲
賢
」
と
言
ふ
を
得
。
こ
の
場
合
に
は
、「
以
」
は
目
的
語
な
き
が
ゆ
ゑ
に
副
詞
な
り
。

而
し
て
、「
以
爲
」
は
一
つ
の
動
詞
の
如
く
に
解
せ
ら
る
る
に
至
り
、
本
朝
に
て
は
「
わ
れ
、
お
も
へ
ら

く
、
賢
な
り
と
」
と
訓
ず
。「
我
以
爲
汝
賢
」（
我
お
も
へ
ら
く
、
汝
賢
な
り
と
）
の
如
く
、I th

in
k th

at 

yo
u

 are clever.

の
構
造
な
ら
し
む
る
も
可
な
り
。 

 

別
儀
、「
認
爲
」
あ
り
。ren

w
ei

（
レ
ン
ウ
ェ
イ
）
と
發
音
し
、「
以
爲
」
と
同
義
な
り
。
元
來
は
「
我

認
汝
爲
賢
」
と
用
ゐ
、「
我
、
汝
を
認
め
て
賢
と
爲
す
」
と
訓
ず
。「
認
」
を
「
お
も
ふ
」
と
訓
じ
た
り
と

も
大
過
な
し
と
い
ふ
べ
け
れ
ば
、
ま
こ
と
に
是
れ
、「
思
ひ
爲
す
」
に
相
ひ
通
ず
る
あ
り
。
か
く
て
、

「
認
」
の
目
的
語
を
外
せ
ば
、「
我
認
爲
賢
」
と
な
り
、「
我
、
認
爲

お
も
へ
ら
く

、
賢
な
り
と
」。
さ
ら
に
転
じ
て
、

「
認
爲
」
の
後
に
節
を
入
れ
て
、
右
の
以
爲
と
同
じ
く
、「
我
認
爲
你
賢
」（
我
認
爲
、
你
賢
な
り
と
）
な

る
語
法
も
あ
り
。 

你(n
i)

は
現
代
中
國
語
に
て
「
汝(yo

u
)

」
の
意
。 



ま
た
、「
我
認
汝
爲
賢
」
と
「
我
認
爲
賢
」
と
を
比
較
す
れ
ば
、「
以
」
の
場
合
と
は
違
ひ
て
、
前
者
の

「
認
」
は
他
動
詞
、
後
者
の
「
認
」
は
自
動
詞
と
い
ふ
べ
し
。
他
動
詞vs

自
動
詞
の
對
立
は
、
前
置
詞

vs

副
詞
の
對
立
に
似
た
る
も
の
あ
り
。 

 

「
み
な
す
」「
い
ひ
な
す
」「
お
も
ひ
な
す
」
の
類
は
、
中
國
語
に
か
く
も
似
た
る
語
法
あ
れ
ば
、
漢
語

の
訓
よ
り
生
じ
た
る
に
相
違
な
し
。
元
來
の
大
和
言
葉
に
は
あ
ら
ず
と
い
ふ
べ
し
。 

 

現
代
中
國
語
に
て
は
「
把
」
を
「
以
」
の
意
に
用
ゐ
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。 

 

「
別
把
我
視
爲
朋
友
」 

 

「
別
」
は
「
不
要
」(D

o
n

't)

の
意
な
れ
ば
、「
我
を
以
て
朋
友
と
視
爲
す
な
か
れ
」
と
訓
ず
べ
し
。

D
o

n
't reg

ard
 m

e as yo
u

r frien
d

.

と
な
ら
ん
か
。 

  

さ
て
、
現
代
中
國
語
に
て
は
、「
爲
」(w

ei)

の
字
の
聲
調
は
、
第
二
聲
（
後
ろ
上
が
り
）
の
場
合
と
第

四
聲
（
後
ろ
下
が
り
）
の
場
合
と
あ
り
。
前
者
は
「
な
す
・
す
（
る
）・
な
る
」
の
意
に
用
ゐ
、
後
者
は

「
た
め
」
な
り
。 

 

「
大
臣
爲
帝
所
嗤
」
は
二
通
り
の
訓
讀
あ
り
。
一
は
、「
大
臣
、
帝
の
爲
に
嗤わ

ら

は
る
」、
二
は
「
大
臣
、

帝
の
嗤
ふ
所
と
爲
る
」。
い
づ
れ
も
意
は
變
る
所
な
し
と
雖
も
、
古
代
中
國
人
に
と
り
て
、
こ
の
「
爲
」

は
い
づ
れ
な
り
し
や
と
訝
ら
る
る
所
な
り
。 

 

現
代
中
國
語
に
も
こ
の
語
法
は
殘
り
て
あ
り
。
而
し
て
、
こ
の
「
爲
」
は
第
二
聲
に
て
讀
む
。
然
則
、

こ
の
「
爲
」
は
「
な
る
」
の
意
に
て
、「
大
臣
、
帝
の
嗤
ふ
所
と
爲
る
」
と
訓
ず
べ
し
。
英
語
に
逐
語
譯

す
れ
ば
、T

h
e m

in
ister b

ecam
e w

h
at th

e em
p

ero
r lau

g
h

ed
 at.

と
す
べ
し
。w

h
at

以
下
は
「
帝
の

笑
ひ
た
る
對
象
」
の
意
な
れ
ば
、
眞
に
そ
の
理
の
よ
く
通
ず
る
所
な
り
。  

 

而
し
て
、「
大
臣
帝
の
爲
に
嗤
は
る
」
と
の
訓
は
、
語
源
の
誤
解
に
よ
り
て
生
じ
た
る
所
な
り
と
斷
ぜ

ざ
る
を
得
ず
。 

  

ま
た
「
何
爲
」
を
「
な
ん
す
れ
ぞ
」
と
讀
む
。
反
語
を
作
る
疑
問
詞
に
し
て
、H

o
w

 co
m

e S
V

?
 

又

は
、H

o
w

 can
 it b

e th
at S

V
?

に
相
當
す
る
が
、
大
略W

h
y------?

と
譯
し
て
大
過
な
か
る
べ
し
。 

 

「
子
貢
曰
、
何
爲
其
莫
知
子
也
」（
論
語
）
を
「（
子
貢
曰
く
）、
何
爲
れ
ぞ
、
其
れ
、
子し

を
知
る
こ
と

莫
か
ら
ん
と
」
と
訓
み
、「
一
體
ど
う
し
て
（
な
ぜ
）、
師
を
知
る
者
（
事
）
な
し
と
言
ふ
こ
と
が
で
き
よ

う
か
」
と
解
す
。「
先
生
の
こ
と
は
誰
で
も
知
つ
て
ゐ
ま
す
よ
」
と
追
從
し
た
る
な
り
。H

o
w

 can
 it b

e 

th
at th

ere is n
o

 o
n

e w
h

o
 d

o
esn

't k
n

o
w

 o
f yo

u
?

な
り
。 

 



 
一
方
、
現
代
中
國
語
に
て
は
、「
爲
何
」
な
る
語
あ
り
。「
爲
」
はfo

r

、「
何
」
はw

h
at

。「
何
の
爲
に

て
」
な
る
を
以
て
「
な
ぜ
」
の
意
に
轉
ず
。
奇
し
く
も
英
語
に
て
も
亦
、fo

r w
h

at

のw
h

y

の
意
に
用
ゐ

ら
る
。
漢
文
に
は
現
代
中
國
語
と
や
や
も
す
れ
ば
異
な
る
語
順
に
な
る
の
條
あ
り
。
特
に
疑
問
詞
は
文
頭

に
出
づ
る
の
傾
き
あ
り
て
、「
爲
何
」（
何
の
爲
に
）
の
「
何
」
を
文
頭
に
置
き
た
り
け
ん
。
而
し
て
、
現

代
中
國
語
の
「
爲
何
」
の
「
爲
」
は
第
四
聲
に
發
音
す
る
の
事
實
あ
り
、
さ
は
「
た
め
（
に
）」
の
意
な

る
こ
と
明
ら
か
な
り
。「
何
の
爲
に
」
と
い
へ
ば
、
す
な
は
ち
「
な
ぜ
」
の
意
と
な
る
。 

 

す
な
は
ち
、
漢
文
に
て
も
、「
何
爲
」
を
「
何
爲
す
れ
ぞ
」
と
訓
む
は
、「
た
め
」
の
意
な
る
「
爲
」
を

「
な
す
・
す
（
る
）・
な
る
」
の
「
爲
」
な
り
と
本
朝
古
人
の
誤
解
し
て
、
か
か
る
訓
讀
を
始
め
た
る
に

相
違
な
し
。 

  

さ
ら
に
愉
快
な
る
あ
り
。 

 

「
何
」
は
現
代
中
國
語
に
て
は
「
什
麼
」（
シ
ェ
ン
マ
）
と
い
ふ
。
而
し
て
、「
爲
何
」
は
「
爲
什
麼
」
と

な
る
。fo

r w
h

a
t

す
な
は
ちw

h
y

の
意
な
り
。 

 
 

一
方
、
英
語
に
て
は
、W

h
y
 n

o
t--------?

な
る
語
法
あ
り
。
「
な
ぜ
～
し
な
い
の
か
」
よ
り
轉
じ
て
「
～
し
た

ら
ど
う
か
・
～
し
な
さ
い
」
の
意
と
な
る
。
中
國
語
に
て
「
爲
什
麼
不
」
と
い
ふ
は
不
思
議
に
理
を
同
じ
く
し

た
る
な
り
。「
爲
什
麼
不
學
習
」
（
ウ
ェ
イ
シ
ェ
ン
マ
プ
ー
シ
ュ
エ
シ
ー
）
は
「
な
ぜ
勉
強
し
な
い
の
」
す
な
は

ち
「
勉
強
し
な
さ
い
」
の
意
に
な
る
こ
と
、
日
本
語
と
變
る
な
し
。W

h
y
 n

o
t stu

d
y
?
な
り
。 

 

斯
の
如
く
、
日
本
語
・
英
語
・
中
國
語
に
同
じ
發
想
あ
る
の
儀
、
興
を
引
か
る
る
所
以
な
り
。 

  

さ
ら
に
、
中
國
語
に
は
存
せ
じ
と
思
は
る
れ
ど
も
、
和
歌
に
は
「
吹
き
爲
す
」
の
例
も
あ
り
。「
吹
き
て
～
と

爲
す
」
の
義
。 

 

俊
成
卿
女
の
歌
ひ
て
曰
は
く
、 

 
 

 

鳰に
ほ

の
海
春
は
霞
の
滋
賀
の
浪
花
と
吹
き
な
す
比
良
の
山
風 

 

「
波
頭
」
を
「
浪
の
花
」
と
い
ふ
は
中
國
語
「
浪
花
」
よ
り
入
り
て
、
本
朝
に
て
も
屢
〻
和
歌
に
な
ん
歌
は

る
る
。
波
頭
の
白
き
、
波
に
花
咲
き
た
る
と
看
做
し
た
る
な
り
。 

 

こ
の
歌
に
て
は
、「
鳰
の
海
」
は
琵
琶
湖
の
謂
ひ
。
比
良
の
山
風
が
「
滋
賀
の
浪
」
を
吹
き
て
花
と
こ
そ
は
爲

し
た
り
け
れ
、
の
義
に
し
て
、
「
吹
き
爲
す
」
も
「
み
な
す
」
「
お
も
ひ
な
す
」
の
類
と
は
知
る
べ
し
。 

 

も
し
、
こ
の
「
吹
き
爲
す
」
、
本
朝
獨
自
の
言
ひ
や
う
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
「
み
な
す
」「
い
ひ
な
す
」
も
必

ず
し
も
中
國
語
起
源
に
あ
ら
ず
と
の
解
釋
も
成
り
立
ち
得
べ
し
。
な
ほ
、
中
國
語
辭
典
に
は
「
吹
爲
」
「
吹
做
」

な
ど
、
こ
れ
に
類
す
る
語
を
見
出
す
こ
と
能
は
ず
。 

（
令
和
三
年
十
一
月
二
十
八
日
受
附
） 

 


